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ｓ
ｈ
ｉ
ｎ　

Ｕ
ｒ
ａ　

Ａ

ｒ
ｔ　

Ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ
（
し

ん
う
ら
ア
ー
ト
ス
ク
エ
ア
）

ピ
ュ
ア
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ

ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
（
主

催
・
公
益
財
団
法
人
う
ら
や

　

浦
安
市
の
令
和
７
年
度
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
等
育
成
選
手
指
定
証
授

与
式
が
令
和
７
年
１０
月
１２

日
、
バ
ル
ド
ラ
ー
ル
浦
安
ア

リ
ー
ナ
（
総
合
体
育
館
）
で

行
わ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど

を
目
指
す
、
市
内
在
住
で
高

す
財
団
）
が
令
和
７
年
１１
月

７
日
、
新
浦
安
駅
前
広
場
ス

テ
ー
ジ
で
華
や
か
に
開
催
さ

点灯式

満席となった新浦安駅前広場

気
と
な
り
、
新
浦
安
駅
間
広

場
に
は
続
々
と
市
民
が
集
ま

っ
て
き
た
。
家
族
連
れ
や
シ

ニ
ア
た
ち
が
ベ
ン
チ
に
座

り
、
開
演
を
待
つ
。

　

午
後
４
時
３０
分
、
ス
ペ
シ

ャ
ル
シ
ョ
ー
が
始
ま
っ
た
。

華
や
か
な
ダ
ン
ス
に
満
席
と

な
っ
た
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
わ
い
た
。

　

夕
暮
れ
時
、
内
田
悦
嗣
市

長
が
あ
い
さ
つ
。
出
演
者
た

ち
も
登
壇
し
て
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
が
始
ま
っ
た
。

　

午
後
５
時
、
駅
前
広
場
の

樹
木
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
一
斉
に

点
灯
さ
れ
、
会
場
か
ら
歓
声

が
わ
き
起
こ
っ
た
。

　

親
子
で
会
場
を
訪
れ
た
若

い
母
親
は「
す
ご
く
き
れ
い
。

来
て
よ
か
っ
た
。
駅
前
広
場

を
文
化
芸
術
の
発
信
地
と
し

て
い
く
の
は
、
と
て
も
い
い

と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
た
。

　

う
ら
や
す
財
団
の
担
当
者

は
「
登
録
し
た
街
頭
パ
フ
ォ

ー
マ
ー
が
こ
れ
か
ら
ス
テ
ー

ジ
を
活
用
し
て
音
楽
、
パ
ン

ト
マ
イ
ム
、
弾
き
語
り
な
ど

披
露
し
て
い
き
ま
す
。
２
月

２８
日
に
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
ズ

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、

多
数
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
出

演
し
ま
す
」
と
来
場
を
呼
び

か
け
た
。

白雪の富士山（2026 年 1 月 1 日朝、浦安で撮影）

令和８年迎春令和８年迎春

笑顔あふれる１年に笑顔あふれる１年に

オリパラ認証式

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等

育
成
選
手
指
定
証
授
与
式

育
成
選
手
指
定
証
授
与
式

い
意
欲
の
あ
る
優
秀
な
選
手

の
育
成
を
図
る
も
の
で
、
平

成
２７
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
今
回
は
７
人
が
指
定
さ

れ
た
。

　

育
成
選
手
は
以
下
の
通
り

（
敬
称
略
）

　

市
原
碧
（
カ
ヌ
ー
競
技
）

▽
井
良
沢
悠
斗 

（
テ
コ
ン
ド

ー
競
技
） 

▽
岡
嶋
莉
子
（
陸

上
競
技
） 

▽
篠
崎
健
人
（
サ

ッ
カ
ー
競
技
）▽
橘
龍
平（
車

い
す
テ
ニ
ス
競
技
）
▽
藤
城 

心
（
柔
道
競
技
）
▽
吉
川
颯

姫
（
カ
ヌ
ー
競
技
）

　
　
　

◇

　

授
与
式
に
出
席
し
た
選
手

は
競
技
の
魅
力
や
抱
負
を
語

っ
た
。

　

市
原
選
手
「
流
れ
の
中
で

カ
ヌ
ー
を
速
く
漕
ぐ
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
い
」

　

井
良
沢
選
手
「
テ
コ
ン
ド

ー
は
蹴
り
技
が
特
長
。
全
日

本
大
会
で
優
勝
し
、
五
輪
出

場
を
目
指
す
」

　

岡
嶋
選
手
「
陸
上
競
技
は

自
分
の
成
長
が
タ
イ
ム
で
わ

か
る
。
大
き
な
舞
台
で
活
躍

し
た
い
」

　

橘
選
手
「
車
い
す
テ
ニ
ス

は
水
準
が
高
い
。
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ
５０
位
を
目
指
す
」

　

吉
川
選
手
「
急
流
の
中
の

ゲ
ー
ト
を
速
く
通
過
す
る
。

世
界
で
戦
い
、
恩
返
し
を
し

た
い
」

新
浦
安
駅
前
広
場
を
文
化
芸
術
の
発
信
地
に

新
浦
安
駅
前
広
場
を
文
化
芸
術
の
発
信
地
に

華
や
か
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

華
や
か
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

れ
た
。

　
「
し
ん
う
ら
ア
ー
ト
ス

ク
エ
ア
」
は
新
浦
安
駅
前

広
場
を
文
化
芸
術
の
発
信

地
と
し
て
、
多
彩
な
音
楽

や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
実
施
し
て
街
の
賑

わ
い
を
創
出
し
て
い
く
。

　

こ
の
日
は
穏
や
か
な
天
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（駐車後24時間まで）

浦安駅前駐車場なら便利な

ベアビルタワーパーキング

1，100円最大料金

浦安市猫実 5-17-20
TEL.047-381-6111

通常料金

営業時間

20分　100円
7：00～23：00

浦　
安　
駅

ウエルシア薬局
浦安駅前店

ベアビル
タワーパーキング

浦安駅前保育園

松屋

浦
安
乗
合

屋
形
船
主催：浦安遊漁船協同組合

2名か
ら

乗れる
！

お申込み・
お問い合わせ

浦安観光コンベンション協会
047-350-7555（電話受付平日10時～17時）　

浦安　観光 検 索

令
和
八
年
元
旦

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
穏
や
か
に
初
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
八
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
市
議
会
を
代
表
い
た
し

ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
と

な
り
、
米
の
価
格
を
は
じ
め

と
し
た
物
価
の
高
騰
と
い
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
昨

今
、
猛
暑
や
豪
雨
、
台
風
の

大
型
化
な
ど
異
常
気
象
が
頻

発
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年

も
、
皆
さ
ま
が
安
全
に
、
そ

し
て
健
や
か
に
過
ご
し
て
い

た
だ
け
る
一
年
と
な
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
ど
も
市
議
会
に

お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
よ
り

常
任
委
員
会
の
中
継
と
録
画

配
信
を
開
始
し
、
従
前
か
ら

行
っ
て
い
る
本
会
議
に
加

え
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
常
任
委
員
会
を

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
音
声
が
聞
き
取
り
づ
ら

い
方
や
、
発
言
内
容
を
視
覚

的
に
確
認
し
た
い
方
な
ど
の

た
め
に
、
本
会
議
中
継
の
映

像
へ
の
字
幕
表
示
、
そ
し

て
、
議
場
の
傍
聴
席
に
字
幕

を
表
示
す
る
モ
ニ
タ
ー
の
設

置
な
ど
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
全
議
員
が
参
加
す

る
研
修
会
の
開
催
や
「
浦
安

市
政
治
倫
理
等
調
査
検
討
特

別
委
員
会
」
に
お
い
て
議
論

を
行
う
な
ど
、
様
々
な
分
野

で
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
し

た
。

　

本
年
も
引
き
続
き
、
市
民

に
開
か
れ
た
、
信
頼
さ
れ
る

議
会
を
つ
く
る
べ
く
誠
心
誠

意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
住
み
慣
れ
た
こ
の
浦
安
で

心
豊
か
に
安
心
し
て
充
実
し

た
毎
日
を
お
過
ご
し
い
た
だ

け
る
よ
う
、
議
員
一
同
、
全

力
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
本
市
議
会
へ

の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
変

わ
ら
ぬ
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
く
迎
え
ら

れ
た
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
実

り
あ
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

市
民
に
開
か
れ
た
市
議
会
を
目
指
し
て

未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

浦
安
市
議
会
議
長
　
柳
　
毅
一
郎

年頭のご挨拶年頭のご挨拶
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。皆
さ
ま
に
は
、

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
浦

安
市
の
市
政
運
営
に
、
多
大

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
３
月
の
市
長
選
挙

で
、
引
き
続
き
浦
安
市
政
を

担
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
重

責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
県
内
初
と
な
る

学
び
の
多
様
化
学
校
の
開
校

や
新
た
な
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
支
所
の
設
置
、
産
後

ケ
ア
の
充
実
な
ど
、
本
市
の

将
来
都
市
像
「
人
が
輝
き
躍

動
す
る
ま
ち
・
浦
安　

す
べ

て
の
市
民
の
幸
せ
の
た
め

に
」
の
実
現
に
向
け
、
市
政

を
力
強
く
前
進
さ
せ
た
一
年

で
し
た
。

　

迎
え
る
本
年
は
、
第
３
次

実
施
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
す
べ
て
の
市
民
の
幸
せ

と
、
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展

を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
を
、
さ
ら
に
加
速
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
を
核
と
し
親
子
の

交
流
や
相
談
機
能
を
有
し
た

「（
仮
称
）
子
ど
も
子
育
て
複

合
施
設
」
の
整
備
に
加
え
、

発
達
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
数
の
増
加
に
対
応
す
る

「（
仮
称
）
美
浜
北
こ
ど
も
発

達
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
や
不
登

校
児
童
・
生
徒
の
支
援
の
た

め
の「
い
ち
ょ
う
学
級
第
３
」

の
整
備
に
取
り
組
む
な
ど
、

次
世
代
が
よ
り
伸
び
や
か
に

育
つ
環
境
づ
く
り
を
一
層
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
署
舞
浜
出
張

所
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、

日
の
出
地
区
の
温
泉
施
設
跡

地
を
活
用
し
、
災
害
に
備
え

た
防
災
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
に
取
り
組
む
な
ど
、
安
全

で
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
口
構
造
や
社

会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、

用
途
地
域
等
の
都
市
計
画
の

抜
本
的
な
見
直
し
を
進
め
る

な
ど
、
ま
ち
の
持
続
的
な
発

展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
境
川
河
口
部

へ
の
排
水
機
場
・
水
門
の
設

置
、堀
江
ド
ッ
ク
の
再
整
備
、

保
健
所
機
能
の
一
部
誘
致
な

ど
、
市
単
独
で
は
解
決
が
困

難
な
課
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
、
県
と
の
協

議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
、
市
政

の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な

く
、
差
し
迫
る
課
題
に
迅
速

か
つ
的
確
に
対
応
し
な
が

ら
、
１０
年
、
２０
年
先
、
さ
ら

に
そ
の
先
の
未
来
に
つ
な
が

る
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

浦

安

市

長
　
内
田
　
悦
嗣
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第
２
回
浦
安
ス
ポ
ー
ツ
チ

ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
５
が
令
和

７
年
１１
月
３
日
、
明
海
大
学

浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
多
く
の
子
ど
も
と
大

　

明
海
の
丘
ま
つ
り
が
令
和

７
年
１０
月
１２
日
、
開
催
さ
れ

た
。
多
く
の
住
民
が
集
い
、

秋
の
週
末
を
楽
し
ん
だ
。

　

住
民
た
ち
が
「
１
０
０
年

続
く
ま
つ
り
」
を
目
指
し
て

実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
運

営
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立

ち
並
ぶ
新
浦
安
地
区
の
一
角

に
整
備
さ
れ
た
広
い
公
園
が

会
場
と
な
っ
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
明

海
中
学
校
管
弦
楽
部
の
演
奏

や
ダ
ン
ス
な
ど
が
次
々
に
行

わ
れ
た
。
夕
方
、
人
気
の
明

海
よ
さ
こ
い
連
が
登
場
。
大

旗
を
振
っ
て
勇
壮
な
演
舞
を

披
露
し
た
。
ま
た
、
盆
踊
り

も
行
わ
れ
、
浴
衣
姿
の
女
性

た
ち
も
参
加
し
た
。

　

会
場
に
は
出
店
が
並
び
、

行
列
が
で
き
た
。
ス
ポ
ー
ツ

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
子
ど
も

た
ち
が
投
球
や
ボ
ー
ル
蹴
り

を
し
て
歓
声
を
あ
げ
て
い
た
。

　

小
学
２
年
生
の
男
子
は

「
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー

に
参
加
し
て
面
白
か
っ
た
」

と
話
す
。５
歳
の
男
児
は「
綿

菓
子
と
ラ
ム
ネ
が
お
い
し
か

っ
た
」
と
笑
顔
だ
っ
た
。

　

浦
安
商
工
会
議
所
第
１１
回

臨
時
議
員
総
会
が
令
和
７
年

１１
月
４
日
、
浦
安
商
工
会
議

所
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
熊

川
賢
司
会
頭
が
あ
い
さ
つ

し
、
役
員
が
選
任
さ
れ
た
。

　

主
な
役
員
は
以
下
の
通
り
。

会
頭
＝
熊
川
賢
司
氏

副
会
頭
＝
高
橋
渉
氏
▽
齊
藤

榮
一
氏
▽
大
川
三
敏
氏
▽
菊

間
紀
氏

専
務
理
事
＝
下
平
勇
夫
氏

【
訂
正
】

　

２
０
２
５
年
１０
月
１０
日
発

行
の
１
面
記
事
で
芝
﨑
義
男

氏
の
名
前
を
間
違
っ
て
掲
載

し
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

人
が
参
加
し
て
爽
や
か
な
汗

を
流
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浦
安
ス
ポ
ー

ツ
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
と

明
海
大
学
が
取
り
組
む
地
域

連
携
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　

こ
の
日
は
朝
か
ら
秋
晴
れ

と
な
っ
た
。
開
会
式
に
参
加

者
が
集
合
。
浦
田
一
哉
実
行

委
員
長
ら
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

さ
あ
、玉
入
れ
が
始
ま
る
。

赤
組
と
白
組
に
分
か
れ
、
籠

に
入
れ
た
玉
の
数
を
競
い
合

っ
た
。小
学
生
の
男
子
は「
け

っ
こ
う
玉
が
入
っ
た
。
面
白

か
っ
た
」
と
笑
顔
だ
っ
た
。

　

走
り
方
教
室
で
は
明
海
大

学
陸
上
競
技
部
が
速
く
走
れ

る
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
指
導
し

た
。
サ
ッ
カ
ー
、
パ
ン
食
い

競
走
、
ラ
グ
ビ
ー
体
験
な
ど

も
行
わ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
「
浦
安
つ
な
魂

フ
ェ
ス
」（
綱
引
き
）
が
始

ま
っ
た
。
子
ど
も
と
大
人
の

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
全
力
で

綱
を
引
い
た
。

　

い
ち
よ
し
証
券
浦
安
支
店

の
チ
ー
ム
は
そ
ろ
い
の
ハ
ッ

ピ
姿
で
登
場
し
た
。
豊
川
祐

司
支
店
長
は
「
社
員
に
呼
び

掛
け
て
参
加
し
た
。
綱
引
き

は
本
気
に
な
る
。
気
持
ち
い

い
」
と
語
っ
た
。

　

熱
戦
の
末
、「
ス
ク
ワ
ッ

ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
が
優
勝

し
た
。
代
表
の
大
塩
直
一
郎

さ
ん
は
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
の
メ
ン
バ
ー
に
声
を
か
け

て
チ
ー
ム
を
編
成
し
た
。
作

戦
を
練
っ
て
大
会
に
臨
ん

だ
。
日
頃
の
鍛
錬
が
発
揮
さ

れ
た
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

浦
田
実
行
委
員
長
は
「
天

気
が
よ
く
て
最
高
で
す
。
綱

引
き
は
大
人
が
参
加
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
。
い
ろ
ん
な
団
体

や
町
内
会
が
や
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

街
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

全力で綱を引く

玉入れ

子どもたちが走る、走る

明海の丘まつり

スポーツ体験

浦
安
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ

浦
安
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２０２５２０２５
開
催
開
催

多
く
の
参
加
者
が
爽
や
か
な
汗
を
流
す

多
く
の
参
加
者
が
爽
や
か
な
汗
を
流
す

第２回明海の丘まつり

みんな輝く　　
　　あけみ万博

浦
安
商
工
会
議
所

第
１１
回
臨
時
議
員
総
会
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今年もよろしくご用命下さい

浦安市議会議員 西川よしずみ

E-Mail: urayasu7109@mbr.nifty.com　TEL・FAX:047-723-7109

西
川
よ
し
ず
み 

浦
安 

未
来
地
図

さ
い

　

 

か
わ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
８

年
を
皆
様
、
ど
の
よ
う
に

迎
え
ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。

　

今
年
の
干
支
は
丙
午
。

十
干
の
３
番
目
に
あ
た
る

丙
（
陽
の
光
）
と
、
十
二

支
の
７
番
目
に
あ
た
る
午

（
力
強
さ
）
の
組
み
合
わ

せ
で
、
情
熱
や
強
さ
を
象

徴
す
る
年
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
組
み

合
わ
せ
は
60
年
周
期
で
、

干
支
（
十
干
十
二
支
）
が

一
巡
し
、
誕
生
年
の
干
支

に
還
る
こ
と
を
「
還
暦
」

と
言
い
ま
す
。

60
年
前
の
浦
安

　

振
り
返
っ
て
今
か
ら
60

年
前
の
同
じ
丙
午
の
年
、

浦
安
は
ど
の
よ
う
な
年
だ

っ
た
か
と
い
う
と
、１
９

６
６
年（
昭
和
41
年
）６
月

に
B
地
区（
東
野
・
富
岡
・

弁
天
・
今
川
・
鉄
鋼
通
り
）

の
埋
立
工
事
が
完
了
。60

年
代
は
ま
さ
に
、現
在
の

浦
安
の
基
礎
が
形
づ
く
ら

れ
た
時
期
と
言
え
ま
す
。

62
年
に
漁
業
権
の
一
部
放

棄
、64
年
か
ら
の
海
面
埋

立
事
業
開
始
、そ
し
て
69

年
の
営
団
地
下
鉄
（
現
在

の
東
京
メ
ト
ロ
）東
西
線

の
開
通
。
先
人
た
ち
の
英

知
と
努
力
に
よ
っ
て
、
今

の
浦
安
が
あ
り
ま
す
。

成
熟
期
の
そ
の
先

　

先
人
た
ち
か
ら
託
さ
れ

た
本
市
の
未
来
。
成
熟
期

の
先
の
さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
、
こ
の
間
、
様
々
提

案
し
て
き
ま
し
た
。
前
号

で
も
取
り
上
げ
た
都
市
計

画
の
あ
り
方
（
高
度
利
用

や
用
途
地
域
の
見
直
し
）

も
、
市
か
ら
方
向
性
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
良

好
な
住
環
境
を
守
る
た

め
、
民
泊
の
規
制
に
向
け

た
意
見
書
を
国
・
県
へ
提

出
。
こ
の
間
取
り
組
ん
で

き
た
堀
江
橋
架
橋
も
具
現

化
に
向
け
、詳
細
調
査
に
。

羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
線
も

新
木
場
ま
で
の
延
伸
が
決

定
し
、
り
ん
か
い
線
へ
の

乗
り
入
れ
も
含
め
た
検
討

も
視
野
に
入
っ
て
い
ま

す
。
市
内
３
駅
周
辺
の
あ

り
方
や
福
祉
の
充
実
、
子

育
て
支
援
な
ど
、
引
き
続

き
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

丙午（ひのえうま）
成熟期のその先

西
川
よ
し
ず
み
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://saikawa.cocolog-nifty.com/
Twitter

、Facebook

で
日
々
活

動
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

竜
　
崇
正　
り
ゅ
う
・
む
ね
ま
さ

浦
安
ふ
じ
み
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

＝
浦
安
市
富
士
見
２
―
１８
―
９
＝

根
拠
の
一
つ
は
、
２
０
１
１

年
の
大
地
震
と
津
波
で
、
原

発
が
破
壊
さ
れ
、
放
射
性
物

質
で
汚
染
さ
れ
た
水
が
大
量

に
福
島
の
海
に
排
出
し
て
い

る
た
め
、
日
本
の
海
産
物
が

汚
染
さ
れ
て
い
る
と
の
理
屈

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

実
際
に
は
、
中
国
が
汚
染

水
と
し
て
い
る
水
は
、
種
々

の
処
理
操
作
で
無
害
と
し
て

い
る
の
だ
が
。
こ
の
放
出
し

て
い
る
処
理
水
に
は
、
人
体

に
は
無
害
で
あ
る
が
、
取
り

除
け
な
い
ト
リ
チ
ウ
ム
が
含

ま
れ
て
い
る
。

　

東
電
は
、
放
出
当
日
に
採

取
し
た
海
水
の
ト
リ
チ
ウ
ム

濃
度
が
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り

１
５
０
０
ベ
ク
レ
ル
未
満
だ

っ
た
と
発
表
し
た
。
Ａ
Ｅ
Ａ

は
放
出
さ
れ
た
水
の
ト
リ
チ

ウ
ム
濃
度
は
１
リ
ッ
ト
ル
当

た
り
１
５
０
０
ベ
ク
レ
ル
未

満
を
大
き
く
下
回
る
、
と
発

表
し
て
い
る
。

　

こ
の
値
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
飲
料

水
に
お
け
る
上
限
と
し
て
い

る
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
１
万

ベ
ク
レ
ル
の
６
分
の
１
に
相

当
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ト
リ
チ

ウ
ム
の
含
ま
れ
た
処
理
水
を

海
洋
に
放
出
し
続
け
て
い
れ

ば
、「
汚
染
水
の
海
洋
垂
れ

流
し
」
の
風
評
被
害
か
ら
は

免
れ
な
い
事
態
が
続
く
。

　

こ
の
ト
リ
チ
ウ
ム
を
除
去

す
る
新
手
法
を
、
東
京
理
科

大
学
の
安
藤
教
授
が
発
表
し

た
。
ト
リ
チ
ウ
ム
は
日
本
語

に
訳
す
と
「
三
重
水
素
」
で

酸
素
と
結
び
つ
い
て
水
に
な

る
性
質
か
ら
、
電
気
分
解
に

よ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
処
理
の
可

能
性
に
着
目
し
た
も
の
だ
。

　

方
法
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
水

の
中
に
、
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
と

珪
素
の
２
つ
の
粉
末
か
ら
な

る
添
加
物
を
入
れ
て
均
等
に

混
ざ
る
よ
う
に
攪
拌
し
て
、

添
加
物
に
ト
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
を
吸
着
さ
せ
て
非
常
に
小

さ
な
粒
子
に
す
る
。
こ
の
粒

子
を
電
気
分
解
す
る
と
、
安

定
し
た
ト
リ
チ
ウ
ム
分
子
と

な
る
の
で
、
分
離
・
回
収
が

で
き
る
と
い
う
理
論
だ
。

　

こ
れ
を
実
践
す
れ
ば
、
中

国
の
輸
入
禁
止
処
置
も
、
理

論
的
根
拠
を
失
う
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
日
本
の
特
に
福
島
の
漁

業
に
と
っ
て
大
き
な
救
い
に

な
る
の
で
は
と
考
え
る
。

竜の「診察ノート」Dr. 99

トリチウムの処理

　

境
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が

令
和
７
年
９
月
２８
日
、
行
わ

れ
た
。
市
民
が
川
辺
を
清
掃

し
た
。

　

午
前
１０
時
、
若
潮
公
園
に

シ
ニ
ア
、
現
役
世
代
、
高
校

生
、
子
ど
も
た
ち
が
続
々
と

集
ま
っ
て
き
た
。

　

中
野
恒
明
実
行
委
員
長
が

「
活
動
は
定
着
し
て
き
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
川

辺
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
３
班
に
分

か
れ
、
境
川
の
中
流
域
の
道

路
な
ど
に
落
ち
た
ゴ
ミ
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
回
収
し

て
い
っ
た
。

　

家
族
連
れ
で
参
加
し
た
若

い
父
親
は
「
三
番
瀨
の
清
掃

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
流
れ
で
参
加
し
ま
し
た
」

と
話
す
。
小
学
生
の
女
の
子

は
「
き
れ
い
に
な
っ
て
、
気

持
ち
が
い
い
」
と
微
笑
ん
で

い
た
。

境川クリーンアップ
市民が川辺を清掃

境川クリーンアップの参加者たち
　

高
市
首
相
の
台
湾
有
事
発

言
を
機
に
、
中
国
が
日
本
の

海
産
物
の
輸
入
禁
止
を
実
行

し
て
い
る
。
漁
業
関
係
が
受

け
る
痛
手
は
非
常
に
大
き
い

と
危
惧
さ
れ
る
。

　

中
国
の
輸
入
禁
止
処
置
の
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新春のお慶び申し上げます
２
０
２
６

〒
二
七
九‐

〇
〇
〇
三
　
千
葉
県
浦
安
市
海
楽
一
丁
目
一二
番
五
号

　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
四
七‐

三
五
二‐

六
六
六
二

　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
七‐

三
五
二‐

六
五
五
九

■
相
続
　
遺
言
等
　
不
動
産
登
記

■
会
社
設
立
　
役
員
変
更
等

■
家
事
審
判
申
告
書
の
作
成
　
■
関
連
事
項
に
つ
い
て
の
相
談

村
岡
規
夫
事
務
所

司
法
書
士

行
政
書
士

園
長

　大
島

　信
彦

代
表
取
締
役
　
中
村
　行
雄

有
限
会
社 

大
滝
事
務
所

〒
２
７
９
―
０
０
０
１  

千
葉
県
浦
安
市
当
代
島
二
―
一
〇
―
四
五

電
　
話 

〇
四
七
（
三
五
一
）
六
二
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七
（
三
五
四
）
三
〇
五
一

丸
正
商
事 

株
式
会
社

代
表
取
締
役

内 

田 

千 

尋

〒
二
七
九

－

〇
〇
〇
二

浦
安
市
北
栄
一

－

一
三

－

二
六

☎ 

〇
四
七
（
三
五
五
）
七
一
六
一

有
限
会
社 

千 

代 

田 

建 

設

代
表
取
締
役
社
長
　細 

井
　新
　一

〒
２
７
９
―
０
０
４
１

千
葉
県
浦
安
市
堀
江
６
―
１
０
―
３
０

電
　
話
０
４
７
―
３
５
２
―
３
０
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
７
―
３
５
０
―
４
８
５
５

税
理
士
桐
生
孫
治
事
務
所
は
組
織
変
更
、移
転
し
ま
し
た

税
理
士
法
人
　東
京
さ
く
ら
会
計
事
務
所

船
橋
事
務
所

船
橋
市
前
原
西
二
―
一
二
―
七

電
話
〇
四
七（
四
七
九
）六
〇
一
一

代
表
取
締
役

　尾
頭
博
行

尾
頭
建
設
株
式
会
社

〒
２
７
９
―
０
０
１
１

千
葉
県
浦
安
市
当
代
島
１
―
26
―
21

☎
０
４
７
―
３
５
１
―
８
４
５
１

代
表
取
締
役

　長
野

　順
一

株
式
会
社

　長
福

土
木
工
事 

舗
装
工
事

〒
２
７
９
―
０
０
０
４

浦
安
市
猫
実
２
丁
目
20
番
45
号

☎
０
４
７
―
３
５
１
―
４
０
１
８

白 

土 

歯 

科 

医 

院

院 

長 

　
　白
土 

俊
祐

浦
安
市
当
代
島
一

－

五

－

一

ラ
ッ
フ
ィ
ナ
ー
ト
２
Ｆ

電 

話

　（
三
一
六
）
四
六
一
八

株
式
会
社 w

ash-plus

代
表
取
締
役
　
高
梨
　健
太
郎

〒
２
７
９‒

０
０
０
４

浦
安
市
猫
実
一
丁
目
９
番
５
号    

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
０
４
７‒

３
５
２‒

３
９
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ：
０
４
７‒

３
５
２‒

３
９
８
７

offi
ce@

w
ash-plus.co.jp

会
　長
　
　田
中

　俊
介

幹
　事
　
　古
河

　篤
史

会
　計
　
　加
藤

　雅
史

浦
安
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

地
域
に
広
げ
よ
う
奉
仕
の
輪

　
　
　
力
を
合
わ
せ
て
〜
W
e 

S
e
r
v
e
〜

〒
２
７
９
―
０
０
２
３
　
　
　
　
　
　

浦
安
市
高
洲
１
―
23
―
１
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
　
話（
３
５
３
）８
８
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
５
５
）１
１
２
３

学
校
法
人

　鎌
形
学
園

　東
京
学
館
浦
安
高
等
学
校

よ
い
こ
と
の
た
め
に
手
を
取
り
あ
お
う

会

　長

　
　元
村
智
弘

幹

　事

　
　山
辺
健
一

社
会
福
祉
法
人   

わ
か
み
や
福
祉
会

理
事
長
（
弁
護
士
）
　関
口
　徳
雄

弁
天
保
育
園
、入
船
北
保
育
園
（
浦
安
市
）

マ
リ
ヤ
保
育
園
、南
砂
第
二
保
育
園
、花
と

鳥
保
育
園
、か
が
や
き
保
育
園
（
東
京
都
）

法
人
本
部

　江
戸
川
区
船
堀
二
―
一
九
―
四

電

　
　話

　〇
三
（
三
六
八
八
）
六
六
四
五

公
益
社
団

法
　
　人

市
川
法
人
会

め
ざ
し
ま
す
企
業
の
繁
栄
と

　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
へ
の
貢
献

〒
二
七
二
|
〇
〇
三
一 

市
川
市
平
田
二
|
一
三
|
一
　
安
川
ビ
ル
２
階

☎
〇
四
七（
三
二
二
）〇
〇
五
一
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七（
三
二
九
）一
〇
五
一

宇
田
川

　雄

　司

尾

　頭

　博

　行

浦
安
北
地
区
長

浦
安
南
地
区
長

院長　竜　崇正
〒２７９－００４３
千葉県浦安市富士見２－１８－９
ＴＥＬ　０４７－３５５－５３５３

医療法人社団 健勝会

浦安ふじみクリニック

浦
安
市
高
洲
三
―
一
一
―
二
八

電
話
（
三
五
三
）
〇
三
六
九

読
売
新
聞
・
新
浦
安
舞
浜
セ
ン
タ
ー

所
長

　玉
井

　
　薫

読
売
新
聞
・
新
浦
安
セ
ン
タ
ー
　

所
長

　酒
井

　良
衛

浦
安
市
猫
実
二
―
九
―
三
三

電
話
（
三
五
五
）
八
〇
七
〇

　
　（
三
五
一
）
二
七
二
三

Ａ
Ｓ
Ａ
浦
安
店

朝
日
新
聞
・
日
経
新
聞
・
日
刊
ス
ポ
ー
ツ

毎
日
新
聞
・
産
経
新
聞

浦
安
市
今
川
一
―
十
三
―
十
五

パ
ー
ム
テ
ラ
ス
一
階

電
話
（
三
五
二
）
八
一
〇
〇

所
長

　渡
邊

　孝
和

産
経
新
聞
・
毎
日
新
聞

浦
安
・
舞
浜
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

浦
安
市
堀
江
六
―
一
―
二
四

電
話
（
三
五
一
）
四
五
七
五

所
長

　島
田

　昌
男

Ａ
Ｓ
Ａ
浦
安
西
部
店

朝
日
新
聞・日
経
新
聞・日
刊
ス
ポ
ー
ツ・毎
日
新
聞

株
式
会
社

　イ
ワ
キ

浦
安
市
堀
江
六
―
五
―
十
六

電
話
（
三
五
三
）
七
七
七
三

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
８
年
新
春

本
年
も
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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を
基
準
に
定
め
ら
れ
ま
す
。

　

老
後
の
こ
と
を
見
据
え
る

な
ら
「
年
金
分
割
」
も
重
要

で
す
。
年
金
分
割
と
は
婚
姻

期
間
中
に
夫
婦
が
支
払
っ
て

き
た
厚
生
年
金
（
ま
た
は
共

済
年
金
）
保
険
料
の
金
額
に

応
じ
て
、
離
婚
後
、
お
の
お

の
が
受
け
取
る
こ
と
と
な
る

年
金
受
給
額
を
調
整
す
る
制

ま
す
。
慰
謝
料
の
金
額
は
事

情
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
５０
万
か
ら
３
０
０
万
円

が
相
場
で
す
。

　

次
に
、
公
的
扶
助
制
度
で

す
が
、離
婚
後
、子
ど
も
が
い

る
場
合
は
、
働
き
な
が
ら
の

家
事
・
育
児
と
負
担
も
大
き

く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
ひ
と

り
親
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
、
児
童
扶
養
手
当
や
医
療

費
の
助
成
、
資
格
取
得
を
目

指
す
方
へ
の
自
立
支
援
給
付

制
度
な
ど
様
々
な
公
的
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
住
い
の
市
区
町
村
窓

口
で
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

離
婚
を
考
え
て
い
る
け
れ

ど
離
婚
後
の
生
活
が
不
安
で

離
婚
に
踏
み
切
れ
な
い
と
い

う
方
は
、
一
度
専
門
家
に
相

談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

で
す
。
お
子
様
が
い
る
場
合

「
養
育
費
」
が
大
き
な
支
え

に
な
り
ま
す
。
同
居
し
て
い

な
い
親
は
子
ど
も
の
生
活
費

を
負
担
す
る
義
務
が
あ
り
、

金
額
は
「
養
育
費
算
定
表
」

　

こ
ん
に
ち
は
。
弁
護
士
の

矢
野
京
介
で
す
。
離
婚
を
考

え
る
と
き
、
多
く
の
方
が
ま

ず
心
配
さ
れ
る
の
は
「
離
婚

後
の
生
活
費
」
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
離
婚

時
に
配
偶
者
に
請
求
す
る
こ

と
が
出
来
る
お
金
や
、
公
的

扶
助
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

ま
ず
、
離
婚
時
に
請
求
で

き
る
も
の
に
は
、
１
財
産
分

与
、
２
養
育
費
、
３
年
金
分

割
、
４
慰
謝
料
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
財
産
分
与
は
、
夫
婦

が
婚
姻
期
間
中
に
協
力
し
て

築
い
た
財
産（
預
貯
金
、不
動

産
、
保
険
・
株
式
等
の
金
融

資
産
、退
職
金
等
）を
名
義
に

関
係
な
く
分
け
合
え
る
制
度

離
婚
後
の
生
活
費
が 

不
安
な
方
へ 度

で
す
の
で
、
専
業
主
婦
の

方
で
配
偶
者
が
会
社
員
の
場

合
、
年
金
分
割
を
請
求
す
る

こ
と
で
、
受
給
で
き
る
年
金

額
が
大
幅
に
増
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
手
に
不
倫
や
Ｄ

Ｖ
な
ど
の
有
責
行
為
が
あ
っ

た
場
合
に
は
「
慰
謝
料
」
を

請
求
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

弁
護
士
　
京
　
介

「
家
庭
の
法
学
」�

や
っ
と
動
き
出
し
た 

外

国

人

問

題

　

私
が
数
年
前
か
ら
言
い
続

け
て
い
た
問
題
が
や
っ
と
国

会
で
動
き
出
し
ま
し
た
。
こ

の
問
題
、
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
中
国
人
に
お
け
る
不
動
産

の
買
占
め
問
題
で
す
。

　

日
本
人
で
す
ら
バ
ブ
ル
時

期
に
開
発
等
で
買
っ
て
い
た

土
地
が
会
社
閉
鎖
等
の
原
因

で
持
ち
主
不
在
の
土
地
が
ふ

ん
だ
ん
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
景
観
問
題
、
不
法
投

棄
問
題
を
各
自
治
体
、
抱
え

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
れ
が
古
い
マ
ン
ン
シ
ョ

ン
だ
っ
た
場
合
で
数
年
後
に

立
て
替
え
や
取
り
壊
し
等
が

発
生
す
る
場
合
に
は
当
人
へ

連
絡
が
つ
く
の
で
し
ょ
う
か

い
と
多
大
な
時
間
と
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
厳
し
い
の
で

す
が
、
そ
の
手
続
き
は
ア
メ

リ
カ
大
使
館
で
済
ま
す
事
が

出
来
ま
す
。

　

日
本
の
バ
ブ
ル
期
の
負
の

産
物
で
色
々
な
自
治
体
が
頭

を
抱
え
て
い
る
問
題
で
、
例

え
ば
代
表
的
な
と
こ
ろ
を
あ

て
い
る
の
に
政
府
に
意
見
が

通
っ
て
い
な
い
事
。し
か
し
、

こ
れ
は
ま
だ
日
本
人
内
の
問

題
で
、
近
い
将
来
に
外
国
人

も
こ
の
問
題
に
絡
ん
で
く
る

の
は
明
白
で
す
。
国
に
は
こ

の
問
題
の
場
所
を
調
査
し
、

解
決
す
る
部
署
や
庁
を
つ
く

っ
て
頂
い
て
、
近
い
将
来
必

ず
や
発
生
す
る
事
案
な
の
で

前
も
っ
て
対
処
す
る
事
を
考

え
て
行
く
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

彼
ら
の
日
本
を
買
う
気
持

ち
は
何
故
か
凄
す
ぎ
る
、
本

国
で
は
不
動
産
購
入
不
可

（
土
地
）、
貨
幣
価
値
の
不
安

で
国
外
に
金
を
持
ち
出
す
の

が
安
全
、
だ
か
ら
日
本
の
不

動
産
の
爆
買
い
も
わ
か
る
気

が
し
ま
す
ね
。

？
日
本
人
に
お
い
て
も
相
続

が
発
生
し
、
特
に
考
え
ず
に

も
ら
っ
た
人
も
相
当
数
存
在

す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
の
不

動
産
を
日
本
人
が
取
得
し
、

相
続
が
発
生
し
た
場
合
は
前

も
っ
て
準
備
を
し
て
お
か
な

げ
る
と
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン 

シ
ョ
ン
で
熱
川
、
伊
東
、
下

田
、
湯
沢
等
。
土
地
で
は
北

軽
井
沢
、
清
里
等
で
す
。
自

治
体
や
管
理
組
合
は
苦
慮
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　

問
題
は
自
治
体
が
苦
慮
し

富
士
屋
商
事
社
長

志
田
　
健
司

日
本
国
の
未
来
は
（58）

　

フ
ラ
＆
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン

ス
シ
ョ
ー
「
Ａ
ｌ
ｏ
ｈ
ａ
！

　

Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
２
０
２

５
」
が
令
和
７
年
１０
月
４
、

５
日
、
浦
安
市
民
プ
ラ
ザ
と

新
浦
安
駅
前
広
場
で
開
催
さ

れ
た
。多
く
の
市
民
が
訪
れ
、

華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
に
魅
了

さ
れ
た
。

　

公
益
財
団
法
人
う
ら
や
す

財
団
が
主
催
し
た
。
人
気
の

企
画
で
、
今
回
は
２
ス
テ
ー

ジ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

４
日
は
小
雨
模
様
だ
っ
た

が
、
屋
内
の
市
民
プ
ラ
ザ
の

会
場
に
は
多
く
の
市
民
が
集

ま
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
華

麗
な
衣
装
を
ま
と
っ
た
女
性

た
ち
が
音
楽
に
合
わ
せ
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
。

　

５
日
は
爽
や
か
な
秋
晴
れ

と
な
っ
た
。
新
浦
安
駅
前
広

場
は
多
く
の
観
客
で
に
ぎ
わ

っ
た
。
伝
統
楽
器
に
よ
る
演

奏
に
合
わ
せ
、
女
性
た
ち
が

タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
を
披

露
。大
き
な
拍
手
が
沸
い
た
。

　

今
回
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
タ
ヒ
チ
伝
統
楽
器
体
験
、

美
し
い
装
飾
品
の
展
示
な
ど

も
行
わ
れ
、
市
民
は
秋
の
週

末
を
楽
し
ん
だ
。

　
「
子
育
て
応
援
メ
ッ
セ
２

０
２
５
」
が
令
和
７
年
１１
月

３
日
、
若
潮
公
園
・
交
通
公

園
で
開
か
れ
た
。
多
く
の
親

子
連
れ
が
集
ま
り
、
さ
わ
や

か
な
秋
の
休
日
を
楽
し
ん
だ
。

　

浦
安
の
乳
幼
児
期
の
子
育

て
を
応
援
し
よ
う
と
企
画
さ

れ
た
。
み
ん
な
で
遊
び
、
親

子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
青
空
が
広

が
っ
た
。
会
場
で
は
子
ど
も

た
ち
が
手
形
ア
ー
ト
や
塗
り

絵
、
お
も
ち
ゃ
遊
び
な
ど
に

興
じ
た
。

　

家
族
４
人
で
来
た
若
い
父

親
は
「
同
世
代
の
家
族
が
交

流
で
き
て
楽
し
い
。
子
ど
も

は
消
防
隊
員
の
制
服
を
着
せ

て
も
ら
っ
て
喜
ん
で
い
ま
し

た
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

女
性
の
実
行
委
員
は
「
い

ろ
ん
な
子
育
て
支
援
団
体
が

集
ま
っ
て
運
営
し
ま
し
た
。

子
育
て
中
の
家
族
が
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

た
ら
」
と
語
っ
た
。

　

令
和
７
年
１０
月
８
日
、
Ｊ

：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
浦
安
音
楽
ホ
ー
ル

で
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、
世

界
で
活
躍
す
る
庭
園
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
石
原
和
幸
氏
が
登
場

し
て
浦
安
在
住
の
廣
瀬
直
樹

氏
と
語
り
合
っ
た
。

　

石
原
氏
は
国
際
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
シ
ョ
ー
の
最
高
峰
と
い

わ
れ
る
英
国
の
「
チ
ェ
ル
シ

ー
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
」
で
金

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

廣
瀬
氏
は
建
築
設
計
な
ど

を
行
う
株
式
会
社
ア
イ
・
シ

ー
・
ジ
ー
（
浦
安
市
）
を
経

営
。
自
然
の
癒
し
を
い
か
し

た
家
づ
く
り
を
目
指
す
。
石

原
和
幸
氏
と
共
鳴
、
業
務
提

携
の
も
と
、
住
ま
い
の
価
値

を
高
め
て
い
く
と
い
う
。

　

石
原
氏
は
講
演
で
人
生
を

振
り
返
っ
た
。
青
年
時
代
、

長
崎
の
路
上
で
花
を
売
り
、

そ
の
後
、
庭
園
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
道
を
き
り
ひ
ら
い
て
い
っ

た
。

石
原
氏
は
棚
田
に
ホ
タ
ル
が

舞
っ
て
い
た
故
郷
・
長
崎
の

里
山
の
美
し
い
情
景
を
紹

介
。「
花
と
緑
」
の
大
切
さ

を
強
調
し
、「
世
界
で
勝
て

る
の
は
庭
だ
」
と
語
っ
た
。

タヒチアンダンスショー

石原和幸氏（右）と廣瀬直樹氏

ＡｌｏｈａＡｌｏｈａ！！  ＵＲＡＹＡＳＵ２０２５ ＵＲＡＹＡＳＵ２０２５
華やかなステージで市民を魅了華やかなステージで市民を魅了

子育て

応援メッセ開催

秋の祝日を楽しむ

世
界
的
な
庭
園
デ
ザ
イ
ナ
ー 

石
原
和
幸
氏
が
登
場

浦
安
で
特
別
講
演
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家電
リサイクル券
取り扱ってます粗大ごみ処分

お部屋から
クリーンセンターまで （税込）より¥5,500 ※�クリーンセンターでの処分料は

お客さま負担となります

1つからでも取りに伺います

ごろうにゃん

株式会社 （浦安市許可番号16号）

地元・浦安で63年安心

清五郎運送 https://www.seigoro-unso.comHP

浦安市猫実3-16-9

047-351-2921TEL

info@seigoro-unso.co.jpE-mail

TEL 047-390-0530
廃家電受付センター

0120-38-8133

　

バ
ル
ド
ラ
ー
ル
浦
安
プ
リ

メ
ー
ロ
は
11
月
15
日
、
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
で
Ｙ
．Ｓ
．Ｃ
．Ｃ
．

横
浜
と
対
戦
し
た
。
こ
の
日

は
年
に
一
度
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
・
浦
安
市
民
を
対
象
と
し

た
招
待
企
画
「
浦
安
市
民
Ｄ

Ａ
Ｙ
」
が
実
施
さ
れ
、
サ
ポ

ー
タ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
初
め

夢
を
か
た
ち
に

夢
を
か
た
ち
に

毎
田
潤
子

毎
田
潤
子

浦
安
市
議
会
議
員

浦
安
市
議
会
議
員

毎田潤子 議員
(facebook) https://www.facebook.com/profile.php?id=100006863416040
(毎田潤子ブログ) 〈まいだじゅんこ日記〉http://ameblo.jp/mai-junjun/

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
議
会
の
補

正
予
算
で
『（
仮
称
）
美

浜
こ
ど
も
発
達
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
整
備
事
業
設
計
委

託
』が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
浜
北
認
定
こ
ど
も
園

は
園
児
数
の
減
少
に
よ
り

現
在
休
園
し
て
お
り
、
今

後
の
施
設
活
用
に
関
す
る

検
討
委
員
会
が
庁
内
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

検
討
の
中
、
今
後
も
園

児
数
の
増
加
が
見
込
め
な

い
こ
と
、
市
内
の
児
童
発

達
支
援
を
利
用
す
る
子
ど

も
の
数
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

『
特
別
支
援
教
育
の
充
実

を
図
る
施
設
』
と
す
る
方

向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
浦
安
市
で
は
、
発

達
に
遅
れ
や
気
が
か
り
の

あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
ご

家
族
の
た
め
、東
野
の『
こ

ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
』
に

て
相
談
事
業
や
通
園
に
よ

る
発
達
支
援
等
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
発
達
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
児
童
の

増
加
に
よ
り
、
予
約
を
し

て
も
初
回
面
接
ま
で
二
ヶ

月
近
く
待
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
に
不
安

を
感
じ
始
め
た
頃
の
ご
家

族
の
苦
悶
や
孤
独
感
は
尋

常
で
は
な
く
、
一
刻
も
早

く
相
談
支
援
に
繋
が
る
こ

と
で
、
気
持
ち
が
若
干
で

も
救
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

を
私
自
身
も
過
去
に
経
験

し
て
い
ま
す
。

　

早
期
療
育
は
子
ど
も
の

発
達
を
促
進
し
、
将
来
的

な
支
援
の
必
要
性
を
軽
減

す
る
た
め
に
重
要
で
あ
り
、

新
た
な
発
達
支
援
施
設
の

設
置
に
よ
り
、
浦
安
市
の

児
童
発
達
支
援
が
切
れ
目

な
く
、
さ
ら
に
ス
ム
ー
ズ

で
充
実
し
た
も
の
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
『（
仮
称
）
美
浜
北
こ
ど

も
発
達
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』

は
、
令
和
十
年
度
内
に
開

設
予
定
で
す
。

　

本
当
に
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
人
に
、
必
要
な

支
援
が
確
実
に
届
く
よ
う

に
。「
す
べ
て
の
人
が
そ

の
人
ら
し
く
、
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
浦
安
市
」
実
現
の

た
め
、
２
０
２
６
年
も
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

児童発達支援のさらな
る充実（仮称）美浜北こ
ども発達ステーション

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

高
洲
１
丁
目
在
住
。

浦
安
市
議
会
議
員
三
期
目
・
浦
安

市
少
年
野
球
連
盟
会
長
・
浦
安
市

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
相
談
役
。
明

治
大
学
公
共
政
策
大
学
院
修
了

て
試
合
を
観
戦
す
る
市
民
も

含
め
１
２
０
９
人
も
の
観
客

が
ア
リ
ー
ナ
を
訪
れ
た
。
ま

た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と

し
て
千
葉
の
サ
ッ
カ
ー
に
ゆ

か
り
の
あ
る
お
笑
い
芸
人

「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
」
の
二
人
が

来
場
。
選
手
入
場
前
の
Ｐ
Ｋ

対
決
や
試
合
後
の
ヒ
ー
ロ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。

　

ゲ
ー
ム
は
横
浜
ボ
ー
ル
で

キ
ッ
ク
オ
フ
。
両
チ
ー
ム
と

も
パ
ス
ミ
ス
が
多
く
な
り
チ

ャ
ン
ス
を
作
れ
ず
パ
ス
回
し

中
心
の
試
合
展
開
が
続
き
、

積
極
的
に
シ
ュ
ー
ト
す
る
も

決
め
手
に
欠
け
る
中
、
浦
安

の
カ
ウ
ン
タ
ー
攻
撃
か
ら
右

サ
イ
ド
で
ボ
ー
ル
を
受
け
た

菅
谷
知
寿
選
手
の
シ
ュ
ー
ト

が
ゴ
ー
ル
へ
！　

そ
の
後
も

浦
安
攻
勢
の
試
合
展
開
が
続

き
、
横
浜
の
Ｇ
Ｋ
が
弾
い
た

ロ
ド
リ
ゴ
選
手
の
ミ
ド
ル
シ

ュ
ー
ト
を
レ
ア
ン
ド
ロ
選
手

が
押
し
込
み
ゴ
ー
ル
を
奪
う

と
、
柴
山
圭
吾
選
手
は
後
方

か
ら
ス
ル
ー
パ
ス
を
受
け
Ｇ

Ｋ
の
股
を
抜
き
ゴ
ー
ル
。
３

―
０
と
浦
安
リ
ー
ド
で
前
半

を
終
え
た
。

　

後
半
に
２
点
を
奪
わ
れ
る

も
の
の
、
右
サ
イ
ド
を
突
破

し
た
菅
谷
選
手
の
中
央
へ
の

パ
ス
を
受
け
た
本
石
猛
裕
選

手
が
ゴ
ー
ル
。
さ
ら
に
、
東

出
脩
椰
選
手
が
横
浜
ゴ
ー
ル

前
へ
送
っ
た
シ
ュ
ー
ト
性
の

ボ
ー
ル
に
反
応
し
た
柴
山
圭

吾
選
手
が
頭
で
合
わ
せ
て
ゴ

ー
ル
を
決
め
る
。
最
後
は
得

点
を
狙
い
に
い
っ
た
横
浜
の

パ
ワ
ー
プ
レ
ー
が
続
く
も
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
ジ
し
な

が
ら
守
備
を
固
め
た
浦
安
が

５
―
２
で
勝
利
を
収
め
た
。

会
場
で
は
、
目
前
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
ス
ピ
ー
ド
と
迫
力

の
戦
い
を
、
初
観
戦
の
市
民

も
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
共
に
楽

し
ん
だ
。

　

試
合
後
、
菅
谷
選
手
は
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
今
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

他
会
場
で
も
負
け
ず
に
、
浦

安
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

に
ま
た
ホ
ー
ム
に
戻
っ
て
く

る
の
で
、
会
場
で
応
援
し
て

い
た
だ
け
る
と
僕
た
ち
の
力

に
な
り
ま
す
！
」
と
、
詰
め

か
け
た
サ
ポ
ー
タ
ー
に
感
謝

を
伝
え
、
会
場
は
暖
か
く
力

強
い
拍
手
に
包
ま
れ
た
。 

　

２
月
か
ら
の
フ
ァ
イ
ナ
ル

シ
ー
ズ
ン
（
※
レ
ギ
ュ
ラ
ー

シ
ー
ズ
ン
の
上
位
６
チ
ー
ム
、

下
位
６
チ
ー
ム
の
２
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
１
回
戦
総
当
り
リ

ー
グ
戦
）
ま
で
、
ま
だ
ま
だ

目
が
離
せ
な
い
戦
い
が
続
く
。

バルドラール浦安プリメーロ快勝！

「浦安市民DAY」で「浦安市民DAY」で
招待企画も招待企画も

最高の雰囲気の中、試合に臨むバルドラール浦安プリメーロ おなじみのギャグで会場を沸かせたペナルティ

　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

と
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
で

は
、「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ズ
・

グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
開
催

中
。
和
服
姿
の
ミ
ッ
キ
ー
マ

ウ
ス
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
仲
間

た
ち
が
、
新
年
を
祝
う
華
や

か
な
音
楽
と
共
に
ゲ
ス
ト
に

新
年
の
ご
挨
拶

を
す
る
。
パ
ー

ク
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
に
施
さ
れ

た
門
松
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
お
正
月
ら

し
い
華
や
か
な

雰
囲
気
で
新
し
い
年
の
ス
タ

ー
ト
を
彩
る
。

　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

で
は
、
お
正
月
な
ら
で
は
の

装
飾
が
施
さ
れ
た
フ
ロ
ー
ト

が
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

で
は
船
が
装
飾
さ
れ
、
グ
リ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
盛
り
上
げ

る
。
ま
た
、 “

新
し
い
夢
を

も
っ
て
進
も
う
！”

と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
咲
く

色
鮮
や
か
な
花
火
で
、
新
し

い
年
を
迎
え
る
２
つ
の
パ
ー

ク
の
夜
空
が
祝
祭
感
で
輝
く
。

　

グ
ッ
ズ
に
も
お
正
月
ら
し

い
デ
ザ
イ
ン
が
満
載
で
、“
日

本
の
お
正
月
”
を
感
じ
る
き

ん
ち
ゃ
く
や
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

を
は
じ
め
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の

仲
間
た
ち
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

色
と
り
ど
り
の“

だ
る
ま”

が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
お
椀
や
お

箸
は
自
宅
で
の
お
正
月
を
楽

し
め
る
。

　

さ
ら
に
２
０
２
６
年
の
干

支
“
午(

う
ま)

”
を
テ
ー
マ

に
し
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
仲
間

た
ち
の
ぬ
い
ぐ
る
み
や
ぬ
い

ぐ
る
み
バ
ッ
ジ
が
登
場
。（
※

ス
ペ
シ
ャ
ル
グ
ッ
ズ
の
内
容

は
、
予
告
な
く
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
、
在
庫
状
況
に

よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
で

あ
っ
て
も
品
切
れ
や
販
売
終

了
と
な
る
場
合
や
、
イ
ベ
ン

ト
期
間
終
了
後
も
販
売
を
継

続
す
る
場
合
あ
り
。）

　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
お
正
月
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ

ベ
ン
ト
は
、
１
月
１２
日
で
フ

ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
る
。

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

お
正
月
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

お
正
月
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

間
も
な
く
フ
ィ
ナ
ー
レ
！

間
も
な
く
フ
ィ
ナ
ー
レ
！

ディズニーの仲間
たちと心弾む新年
のお祝いを
©Disney
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北越パレット株式会社 〒272-0127 市川市塩浜3-14-1古紙塩浜事業所

047-397-3115

私達は北越コーポレーション㈱の
グループ会社です。
優れた再生紙生産技術を背景に、
最適、そして高度な古紙利用を推進し
循環型社会の形成に努めます。

古紙の古紙のリサイクルリサイクル
をいたしますをいたします

宮坂奈緖 議員

千
葉
県
議
会
・
宮
坂
奈
緖 

議
員
の
議
会
報
告

「
午
年
年
女
で
す
！
」

　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

さ
ら
な
る
ご
発
展
の
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
日

頃
よ
り
県
政
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。 

昨
年
は
、県
土

整
備
常
任
委
員
長
と
し
て
、

長
年
の
懸
案
で
あ
る
湾
岸

地
域
の
交
通
問
題
に
携
わ

り
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
強
化

の
必
要
性
を
再
認
識
し
た

一
年
で
し
た
。本
年
も
、午

が
勢
い
よ
く
大
地
を
駆
け

抜
け
る
よ
う
に
、
躍
動
感

と
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ
て
課

題
に
取
り
組
む
決
意
で
す
。

「
希
望
を
運
ぶ
道
路
」

　

首
都
圏
の
外
環
状
道
路

で
あ
る
圏
央
道
は
、
大
栄

Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
松
尾
横
芝
Ｉ
Ｃ

が
令
和
８
年
度
に
開
通
予

定
で
、
こ
れ
に
よ
り
北
関

東
・
神
奈
川
方
面
か
ら
都

心
を
経
由
せ
ず
成
田
空
港

へ
直
行
可
能
と
な
り
、
ア

ク
セ
ス
強
化
に
繋
が
り
ま

す
。
浦
安
市
を
考
え
ま
す

と
、
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
優
れ
る
一
方
、
そ
れ
に

伴
う
交
通
渋
滞
が
、
市
民

生
活
の
快
適
性
や
経
済
活

動
の
効
率
性
に
影
響
を
与

え
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
対
応
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
は
重

要
な
課
題
で
す
。
国
道
３

５
７
号
線
の
渋
滞
緩
和
対

策
と
し
て
、
交
差
点
の
立

体
化
事
業
は
着
実
に
進
捗

し
て
お
り
、
舞
浜
立
体
は

既
に
開
通
し
、
現
在
は
市

川
市
域
に
ま
た
が
る
塩
浜

立
体
の
工
事
が
進
行
中
で

す
。
こ
の
立
体
が
完
成
し

全
線
開
通
と
な
れ
ば
、
信

号
に
よ
る
停
止
が
減
少

し
、
交
通
の
流
れ
が
大
き

く
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新

湾
岸
道
路
は
、
外
環
高
谷

Ｊ
Ｃ
Ｔ
周
辺
か
ら
蘇
我
Ｉ

Ｃ
周
辺
、
な
ら
び
に
市
原

Ｉ
Ｃ
周
辺
を
結
ぶ
高
規
格

道
路
と
し
て
調
査
が
進
ん

で
い
ま
す
。
今
後
も
地
域

の
皆
様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、

早
期
実
現
に
向
け
尽
力
し

ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

明けまして
おめでとうございます。

�
 

す
べ
て
の
人
に
優
し
い
千
葉
県
の
実
現
�

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

衆
議
院
議
員
秘
書
を
経
て
浦
安
市

議
会
議
員
３
期
12
年
。
自
由
民
主

党
千
葉
県
支
部
連
合
会
女
性
局
長
。

浦
安
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
。浦
安
市

華
道
協
会
。
平
成
31
年
４
月
の
千

葉
県
議
会
議
員
選
挙
に
て
当
選
、

現
在
２
期
目
。

総合ベストセラー　期間2025／１１／１～／１１／３０（有隣堂新浦安店）

順位 商品名 著者 出版社 価格
１ 変な地図 雨穴 双葉社 １７６０
２ 爆弾 呉勝浩 講談社 １０６７

３ 明るい暮らしの家計簿 
２０２６年版

ときわ総合
サービス ときわ総合 １０４５

４ 平場の月 朝倉かすみ 光文社 ７４８
５ ＢＵＴＴＥＲ 柚木麻子 新潮社 １０４５

６ シークレット・オブ・
シークレッツ 上

ダン・ブラウン 
越前敏弥 ＫＡＤＯＫＡＷＡ ２７５０

７
国宝－青春篇 上 吉田修一 朝日新聞出版 ８８０
人間標本 湊かなえ ＫＡＤＯＫＡＷＡ ９２４
新　本所おけら長屋 四 畠山健二 祥伝社 ９０２

１０ 世界一かんたん定番
年賀状 ２０２６

年賀状素材集
編集部 ＫＡＤＯＫＡＷＡ ４９５

浦
安
の
我
が
家
に
集
ま
っ
て

き
ま
す
。
妻
の
手
料
理
で
初

春
の
宴
。
い
い
も
の
で
す
。

　

正
月
に
は
も
う
ひ
と
つ
、

楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
遠
方

の
親
戚
や
友
人
か
ら
届
く
年

賀
状
で
す
。
私
は
日
本
酒
を

ち
び
ち
び
飲
み
、
カ
ズ
ノ
コ

を
ポ
リ
ポ
リ
か
じ
り
な
が

ら
、
年
賀
状
を
１
枚
、
１
枚
、

ゆ
っ
く
り
読
ん
で
い
き
ま

す
。
近
況
を
知
り
、
記
憶
が

よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
幸

せ
な
時
間
で
す
。

　

今
年
も
軽
快
な
フ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
現
場
を
取
材
し
、
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
皆
様
に
届

け
て
い
き
ま
す
。
ご
愛
読
く

だ
さ
い
。�

（
Ｓ
）

　

令
和
８
年
の
新
し
い
年
を

迎
え
ま
し
た
。
明
る
い
陽
光

が
さ
し
て
い
ま
す
。

　

読
者
の
み
な
さ
ま
は
ご
家

族
や
友
人
た
ち
と
正
月
を
楽

し
ま
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
は
清
瀧
神
社
、
豊
受
神

社
、
稲
荷
神
社
の
３
社
を
参

拝
し
ま
し
た
。
境
内
に
は
多

く
の
家
族
や
若
者
た
ち
が
列

を
な
し
、
手
を
合
わ
せ
て
い

ま
し
た
。
日
本
の
よ
き
情
景

で
す
。
う
ら
や
す
情
報
用
に

写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。
初

仕
事
で
し
た
。

　

正
月
に
は
娘
や
孫
た
ち
が

編
集
後
記

　

マ
ツ
ケ
ン
（
松
平
健
）
が

浦
安
に
や
っ
て
来
る
ー
。
豪

華
絢
爛
。
三
世
代
が
楽
し
め

る
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
コ
ン
サ

ー
ト
２
０
２
６
（
公
益
財
団

法
人
う
ら
や
す
財
団
主
催
）

が
３
月
１５
日
（
日
）、
浦
安

市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
。
華
や
か
な
舞
台

を
満
喫
し
よ
う
。

　
◇
時
代
劇
ス
タ
ー

　

松
平
健
は
俳
優
を
志
し
て

上
京
し
、
修
業
。
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
「
暴
れ
ん
坊
将
軍
」
の

主
役
に
抜
擢
さ
れ
、
一
躍
、

時
代
劇
ス
タ
ー
と
な
っ
た
。

　

舞
台
公
演
で
「
マ
ツ
ケ
ン

サ
ン
バ
」
を
披
露
し
た
と
こ

ろ
、
大
人
気
と
な
っ
た
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
「
紅
白
歌
合
戦
」
に
出

場
、
全
国
で
公
演
を
続
け
て

い
る
。
舞
台
を
見
て
会
場
で

グ
ッ
ズ
を
買
う
と
、
運
気
が

上
昇
す
る
と
い
う
都
市
伝
説

が
生
ま
れ
た
ほ
ど
だ
。

　
◇
浦
安
初
公
演
実
現

　

う
ら
や
す
財
団
は
マ
ツ
ケ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
実
現
を
目
指

し
て
先
方
の
事
務
所
と
交
渉

を
開
始
し
た
。
全
国
か
ら
申

し
込
み
が
集
中
し
て
お
り
、

交
渉
は
難
航
し
た
が
、
令
和

７
年
初
頭
、
Ｏ
Ｋ
が
出
た
。

　

企
画
担
当
の
松
井
琢
弥
さ

ん
は
「
あ
き
ら
め
か
け
て
い

た
が
、
２
年
か
け
て
望
み
が

か
な
っ
た
。う
れ
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
振
り
返
る
。
さ
ら

に
交
渉
を
重
ね
、
市
民
の
た

め
に
チ
ケ
ッ
ト
料
金
を
割
安

に
す
る
た
め
１
日
２
回
公
演

の
了
承
を
得
た
と
い
う
。

　
◇
夢
の
世
界

　

マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
コ
ン
サ

ー
ト
の
特
長
は
子
ど
も
、
現

役
世
代
、
シ
ニ
ア
ま
で
三
世

代
が
楽
し
め
る
こ
と
だ
。

　

舞
台
で
歌
と
ト
ー
ク
を
披

露
。
腰
元
ダ
ン
サ
ー
ズ
が
登

場
し
、
歌
い
、
踊
る
。
豪
華

絢
爛
な
極
上
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
だ
。
夢
の
世
界
を
体

験
で
き
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

松
井
さ
ん
は
「
華
や
か
で

楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
。
２
回

公
演
を
満
席
に
」
と
来
場
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

２
回
公
演
＝
午
後
１
時

（
午
後
零
時
３０
分
開
場
）
▽

午
後
４
時
（
午
後
３
時
３０
分

開
場
）。　

チ
ケ
ッ
ト
料
金

は
【
一
般
】
６
，
０
０
０
円

【
さ
く
ら
メ
イ
ト
】
５
，
５

０
０
円
。
文
化
会
館
や
浦
安

市
民
プ
ラ
ザ
Ｗ
ａ
ｖ
ｅ
１
０

１
な
ど
で
好
評
発
売
中
。
問

い
合
わ
せ
は
文
化
会
館
０
４

７
・
３
５
３
・
１
１
２
１

３月１５日　文化会館大ホール３月１５日　文化会館大ホール

マツケンサンバマツケンサンバ
コンサート２０２６開催コンサート２０２６開催
マツケンサンバマツケンサンバ
コンサート２０２６開催コンサート２０２６開催

豪
華
絢
爛
。

豪
華
絢
爛
。
三
世
代
が
楽
し
め
る

三
世
代
が
楽
し
め
る


